発明内容説明書「Ａ」
1． 発明者

（１）和大太郎（ワダイ　タロウ）和歌山大学○○○学部○○○学科

大阪府大阪市中央区○○○○○○○○○○

（オオサカフ　オオサカシ　チュウオウク○○○○○○○○○○）

（２）和大花子（ワダイ　ハナコ）和歌山大学○○○学部○○○学科

大阪府大阪市中央区○○○○○○○○○○

（オオサカフ　オオサカシ　チュウオウク○○○○○○○○○○）

2． 発明の名称

固体燃料燃焼方法、固体燃料燃焼器およびそれを使用した固体燃料式エンジン
3． 出願の緊急度

あり（3月中旬の研究成果報告会で報告予定）

4． 発表の状況

(1)発表予定　あり　（平成1７年3月中旬頃予定）

5． 出願審査請求の時期

大学の判断に委ねる。
6． 外国出願の必要性がある場合は，理由を付して出願希望国名を記載すること．

必要なし

７．本発明が権利として欲しい技術内容について、どの部分を権利として保護したいのか具体性をもって記載してください。（原則として、箇条書で記載してください。）
１．プラスチックからなる固体燃料を加熱して液化し、電磁波を放射して燃料を加熱気化させて燃焼させる方法。
２．上記１の燃焼装置。

３．上記２の燃焼装置に酸化剤を供給できるようにしたエンジン。
８．発明の内容
①　本発明の実際上の利用分野（利用場面）について、具体的にどういうところで利用されるか記載してください。（原則として、箇条書で記載してください。）
１．各種エンジンの燃焼器、特にハイブリッドロケットエンジンの燃焼器として好適である。
２．ストーブ等の各種燃焼器
②　本発明に関する従来技術について、技術内容や欠点（問題点）に対し、発明が解決しようとする技術内容を記載してください。（原則として、箇条書で記載してください。）
１．固体燃料を使用したロケットエンジンは公知である。特開２０００－１８６６２０号公報参照。
　・プラスチックをエンジンの燃料として使用した場合、燃焼スピードが遅く（すなわち燃えにくい）、エンジンとして十分な推力を得ることができないという問題がある。

２．数ギガヘルツの周波数を有する電磁波（マイクロ波）を用いる点火技術も公知である。特開２０００－２３０４２６号公報（文献２）参照。
③　本発明の実施例について具体的に説明してください。（複数実施例がある時は、複数の記載をお願いします。また、図面に基づいて実施例の説明をしてください。）
実施例１．ハイブリッドロケットエンジンの実施例、図１参照。
・１は酸化剤タンク、２は制御弁、３は燃焼器、４は固体燃料（アクリル、ＰＭＭＡ等のプラスチック燃料）で、固体燃料４は図示しない電熱ヒータ等の加熱手段で加熱できるようにしている。

・５は同軸ケーブル、６は電磁波発信器、７は加圧タンク、８は調圧弁、９はノズルである。
　　実施例２． 燃焼器の実施例
　　　　　　　・図１の実施例１からノズル９を取り除く。
　　　　　　　・加圧タンク７、酸化剤タンク１、制御弁２はあってもなくても良い。
④　特許請求の範囲の記載に基づいて、特有の効果について記載してください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（原則として、箇条書で記載してください。）
　１．プラスチックの固体燃料を加熱して液状化した相に、同軸ケーブルを使用して電磁波を放射し、液状燃料の気化を促進させ、気化した燃料を一気に燃焼することによって大きな燃焼火力を得ることができる。
２．難燃性プラスチックを燃料とするため、極めて安全性が高く（燃えにくいため）　　　　　　　　取り扱いも容易である。
３．電磁波を放射する手段に同軸ケーブルを使用することで、同軸ケーブル中の金属が固体燃料燃焼時に同時に燃焼し、難燃性プラスチックの燃焼力を増大する。
⑤　各図面は何を表しているか説明をしてください。
図１：本発明の実施例１に係るハイブリッドロケットエンジンの断面図である。
· 各項目への記載は箇条書きにする等、発明のポイントを分かり易く記載してください。
【図１】

[image: image1.png]



3／3

